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石垣とともに住まう共同体の風景
-筑波山地域における地域自給型共同体モデルの提案 -
SCENERY OF THE SMALL COMMUNITY TO LIVE WITH STONE WALLS





　I proposal for the local self-support community-model in Mt,TSUKUBA.Mt.TSUKUBA area is 
aging and depopulation.So, there proceeds decline.  This is the proposal for regional regeneration,this 
is the prposal for the rich how to live that is different the city,this is the prposal for my dream to live there in 
the future. 




























































































































































































  1)　『平成２２年国勢調査』総務省 HP より
  2)　『http://www.maff.go.jp/』農林水産省 HP
  3)　『山村環境社会学序説―現代山村の限界集落化と
　　　　　　　　　　　　流域共同管理』大野晃 著
  4)　『平成 26 年度国土交通白書』
      　　　　　　　　　　　　国土交通省 HP より
  5)　『過疎地域等における集落の状況に 関する
　　　　　現状把握調査結果の概要』総務省 HP より




  9)　『里山資本主義 日本経済は「安心の原理」で動く』
　　　　　　　　　　　藻谷浩介 NHK 広島取材班 著
10)　『つくばの民家―つくば市古民家調査報告書―』
　　　　　　　　　　　　　　　つくば市教育委員会
　今回の提案は「中山間地域の衰退問題」という全国
で起こっている問題を解決する１つのプロトタイプと
なると考えている。
　しかし、中山間地域はどこも同じではない。その地
域の気候・環境・歴史・文化・風景によっても設計の
アプローチも変わってくると考えている。そのことに
よって、同じ中山間地域の衰退問題を解決しても、「そ
の地域・場所でしかできない共同体・建築」が設計で
きるのではないかと考えている。
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